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　大阪商業大学では、世に役立つ人
物の養成という建学の理念の下、実
学教育の実践に注力してきました。
本学では、実学教育のひとつとして、
起業教育を行っています。本学の起
業教育では、本学学生向けの取り組
みだけでなく、産学および産官学連
携、高大連携の取り組みも行ってい
ます。本学は、高大連携の取り組みの一環として、13 年前から全国高等学
校ビジネスアイディア甲子園を開催してきました。全国高等学校ビジネスア
イディア甲子園は、高等学校での起業教育の実践の場を提供するべく、全国
の高校生を対象に新しい商品やサービスに関するアイディアを募集するコン
テストです。
　第 13 回全国高等学校ビジネスアイディア甲子園を開催し、176 校から、
8,109 件のビジネスアイディアの応募がありました。審査は応募書類による
事前審査、１次、２次審査を経て、応募書類とプレゼンテーションによる最
終審査となります。最終審査には、様々な知識を持った審査員でより公正か
つ公平な審査を行っています。
　最終審査および表彰式では、記念講演を数年
前よりアイディアの創出を主眼にしています。
これは、高校生にとって、数ステップ先にある
起業より、もっと身近なテーマの方がイメージ
しやすくわかりやすいのではないかとの発想に
基づいています。
　また、表彰式後に交流会の中で株式会社いわ
さきのご協力を得て食品サンプルづくり体験と
教員相互情報交換会を開催しました。

総　括
　第 13 回全国高等学校ビジネスアイディア甲子園は、平成 26 年 9 月 1 日（月）
から募集を開始し、平成 26 年 10 月３日（金）に応募を締め切りました。応
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　今回のビジネスアイディア甲子園の運営は本学の学生を対象に実施してい
る「大商大ビジネス・アイディアコンテスト」の入賞した学生が会場の設営、
受賞者・審査員の誘導、司会、ステージマネジメント、賞状授与のサポート
などを担当しました。この取組は高校生に一番近い年齢であり、ビジネス・
アイディアコンテストを経験しているという立場から接することができると
ともに、学生自身の能力を発揮する場として、また入賞者同士の輪をつなぐ
きっかけとして取り組み、今後もより充実したつながりに成長させていきた
いと考えています。

★グランプリ（１件）
「Ａｃｌｅ」
　　東京都立六郷工科高等学校　３年
　　　　　　　　　　　　　佐藤 光さん

★準グランプリ（２件）
「自転車の新しい錠前」
　　広尾学園中学校・高等学校　１年
　　　　　　　　　　　　真鍋 光希さん

「風で飛ばない紙コップ『フンバルンバ !』」
　（飛ばないシリーズ第二弾 !!）
　　愛知県立豊橋工業高等学校　３年
　　グループ名「橋工 idea man’s」
　　（代表者　小出 和輝さん・
　　 小瀬木 柊一郎さん・星野 武朗さん）

★審査員特別賞（５件）
「代わりに話すインターホン」
　　大阪府立八尾北高等学校　１年
　　　　　　　　　　　喜多 光瑠さん

募総数 8,109 件から、事前審査、１次、２次審査を経て、最終審査にアイディ
ア作品８件がノミネートされました。
　最終審査および表彰式は、平成 26 年 12 月 13 日（土）に本学のユニバー
シティホール蒼天にて行われました。最終審査では東京都立六郷工科高等学
校佐藤光さんのアイディア名「Acle」（粒状・除菌ハンドクリーナー）がグ
ランプリに輝きました。

　
　また、記念講演では、ハウス食
品株式会社事業戦略本部食品事業
一部長　宮奥美行氏より「商品創
りの面白さ〜バーモントカレーを
事例に〜」のタイトルで講演をい
ただきました。
　交流会では、生徒たちは株式会
社いわさき相談役　岸下正二氏のご協力のもと、食品サンプルづくり体験と
して天ぷらとポテトサラダの製作及び食品サンプルとほんものを当てる「本
物当てクイズ」を通じて全国の高校生同士が交流する機会を設けました。ま
た先生方におかれましては、本ビジネスアイディア甲子園をどのように教育
に活用されているのか、高校では何を必要とされているのか、今後の改善点
等を話し合う情報交換の場としました。
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☆学校賞☆（20 件の中から）
◉大阪府立貝塚高等学校　窪井 和希 教諭

挫折を発展に変えて
　５年ほど前から応募しているが、学校賞をいただいたのも、決勝の舞台で
ある最終審査に生徒のアイデアが残ったのも初めて。「やれるぞ」という手
応えを感じている。
　最初は「賞なんて取れるの？」と言っていた生徒たちだが、そのうちの１
人が大学で賞を取り、報告に来てくれた。その生徒が３年の時、本校に来て
指導してくれたのが、大商大の学生さんだった。
　応募の過程で、企業の方の目で見てもらうと、足りない点が分かってくる。
厳しい目なので、挫折もするが、やがて発展に変わる。ビジネスアイディア
甲子園のような場を通して、さらにアイデアの発展のさせ方を学びたい。

【講評】　審査委員長　大阪商業大学経済学部　柴田 孝 准教授
　８件のプレゼンテーションは、素晴らしい発表だった。レベルが高く、準
備や練習、方法や工夫に敬意を表する。共通していたのは「身近な困難」「少
しの優しさ」というキーワードだったと感じている。グランプリは「こうい
うものがあれば助かる」と思わせる。準グランプリの２件は、逆の発想の秀
逸さ、先輩のアイディアを更に工夫する、などの点に感心した。他の５件も
高い評価だった。
　気になったのは、よく似た商品が既に市場に出ているケースがあった点。より
独自性を出すため、事前のリサーチにも、これまで以上に力を注いでほしい。

「ふせんコロコロ」
　　大阪府立貝塚高等学校　３年
　　グループ名「コロコロし隊」
　　（代表者　北村 日向子さん・伊佐治 央子さん）

「３Ｒ rice seasoning」
　　北海道富良野緑峰高等学校　２年
　　グループ名「短パンこぞう」
　　（代表者　相澤 拓弥さん・海馬澤 永さん）

「ファストフード店のドリンクの
　　　　　　　　　　フタのアイデア」
　　大阪商業大学高等学校　２年
　　　　　　　　　　　　西田 賢司さん

「割り箸用バリアフリー箸クリップ」
　　岡山県立岡山東商業高等学校　３年
　　　　　　　　　　　　物部 祐季さん

★【学校賞】（20 校）
　広尾学園中学校・高等学校（東京都）　
　埼玉県立八潮南高等学校　　　　
　静岡県立伊東商業高等学校　　　
　愛知県立愛知商業高等学校　　　
　愛知県立一宮商業高等学校
　愛知県立春日井商業高等学校
　愛知県立緑丘商業高等学校
　滋賀県立大津商業高等学校
　大阪府立貝塚高等学校
　大阪府立登美丘高等学校

大阪市立扇町総合高等学校　
大阪市立大阪ビジネスフロンティア高等学校
大阪商業大学高等学校
好文学園女子高等学校（大阪府）　
岡山県立岡山東商業高等学校
岡山県立岡山南高等学校
岡山県立倉敷商業高等学校
広島県立広島皆実高等学校
九州産業大学付属九州高等学校（福岡県）
別府溝部学園高等学校（大分県）
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１．はじめに
　本日は、「バーモントカレー」を事例に、商品開発はこんなに面白いとい
うお話をしたいと思います。私は、全てのことに興味を持つこと、一つのこ
とを見ていてこれが問題ではないだろうか、これをこうすればもっとよくな
るのではないか、そういう発想で見る姿勢、あるいは興味を持つこと、それ
が一番重要ではないかと思います。
　私は 1960 年生まれです。今
は大学入試センター試験とい
う名称ですが、その当時は共
通一次試験と呼ばれ、その入
試制度が始まった元年の年で
し た。 大 学 の 専 攻 は 微 生 物
の関係で、理系の出身です。
1983 年に入社して、今は事業
戦略本部に所属しています。
入社して、最初はスナック菓子の開発をしました。代表的なものは、「とん
がりコーン」です。「とんがりコーン」は古くからありますが、何を開発し
たかと言いますと、「食感」、つまり、食べたときの軟らかさを変えました。
また、それまでは私の小指には入らなかったのですが、入るように大きくし
ました。だから、今、「とんがりコーン」を見ていただけると、指先に挿す
ことができるようになったのは私のおかげだと思っていただけると、非常に
嬉しいです。それから、ＣＭにコント赤信号さんを起用した「ジャック」と
言う豆のスナックを開発しました。スナック菓子は、食品の中でも設備産業
で、大規模な機械がないと製造できません。私自身にとっては非常に面白い
経験でした。次に、カレーなどのルウ製品、レトルト製品、それからスパイ
ス製品に携わり、そのあと一度、ハウス食品を外れて、グループ会社のハウ

特別記念講演
　 「商品創りの面白さ〜バーモントカレーを事例に〜」

　　ハウス食品株式会社事業戦略本部　食品事業一部長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮奥美行

学生運営スタッフの紹介
　上段左側から
　　商学科３年　　坂本 達也
　　経済学科４年　田代 翔太
　　経済学科３年　片岡 長祥
　下段左側から
　　経営学科４年　田中 伸我
　　経営学科４年　岸畑 雅美
　　商学科２年　　山口 綾乃
　　商学科４年　　林 亜祐美
　　経営学科１年　伊集 大悟

　ビジネスアイディア甲子園の運営は大阪商業大学の学生を対象に実施して
いる「大商大ビジネス・アイディアコンテスト」の入賞者が会場の設営、受
賞者・審査員の誘導、司会、ステージマネジメント、賞状の授与のサポート
などを担当しました。


